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235　　　Muc。ciliary　clearance機構の研究：異物

運搬速度と粒子径。

　　平野富男，井沢豊春，手島建夫，蝦名昭男，今野

　　淳（東北大，抗研内科）
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236　　　Aer。8。1吸入肺8eanとr、uc。ciliary

clearanceの研究o

　　手島建夫，井沢豊春，平野富男，蝦名昭男，今野

　　淳（東北大，抗研内科）

　異物の大きさが粘液線毛浄化機構による異物運搬速

度に影響するか否かを検討することを目的とした。

　異物としての材料にはtechnetium－99mで標識した以

下のS種を使用した。①technetium　pertechneta七e¢c

O三），②human　8erum　albumin（HSA），③albumin　milli－

microsphere（Mi・11i…MI・SA，粒子径02～2μ），④alburnin

micr。sphe　re（MISA，粒子径23～4　Sμ），⑤mac　ro　aggregated

alburnin（MAA，粒子径／0～60μ）。　実験動物には正常成

犬を用い，麻酔下で気管支鏡直視下に材料0025～O．・OS

磁を気管分岐部付近に滴下し，その後の放射能の移動

を経時的にr－cameraで体外から測定したo　経過時間

と放射能の移動距離より1inear　regre8sionを求め，

その勾配を平均移動速度（mean　nigrating　veloci七y，

MMV）とした。

　TcO4　HSA，　Mllli　－MISA，　MエSA及びMAAのMMVはそれぞ

れ／3．7士59㎜レイnin（mean士SD，　n－！0），／36士33（n二／0）

／40士43（n－／2），／57士ム0（n＝／0）及び／ム3士56（n－／0）

であり，S種の材料間には統計的有意差はなかつた。

　粒子径60μ程度までの異物間には，運搬速度に違い

はなかつた。

　放射性aero801吸入肺scanは肺内換気をある程度反

映するが，さらに重要なことは沈着像の連続的経時的

観察よりclearanceの程度を推定出来ることである。

99Prc－albumin　aer。801吸入後の肺をr－cameraとその

computer　systemを用い連続的に計測し，映像上に種々

のROIを設定してcoun七の時間的変化をCurveに表わし，

そのpat七ernよりclearance機構を考察した。さらに指数

近似を行なV＞　，ROI内のcoun七が肺内のclearanceにより

半減する時間（T∂を求めた。　正常人ではciliated

ai　rvvay　va沈着したaθroso1は連続的eC　mucociliary

clearancθにより排出された。COPD等の疾患では大気

道のclearance能力は低下し，時間的にc・untが増加する

こと（T］i2＜0）もあり，この場合mucociliary　clearanceより

も’せき’やせきばらい1が大切なclearance機構となつていた。

肺末梢のnon－cniated　ai　rvvayでは正常人，患者ともστcount
　　　　　　　　　　プ　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　ロがゆつくりと減少ししかもせきやkきばらいによるclearance

の効果も及ぱないことが知れた。気管上trc　seriesに設

定したROIより，mucociliary　clearanceの速度が概算され，

約2　0　rnrPth　i　nとなつた。これらの解析に当たりaeroso1の

初期の沈着量がclearance　Curveに大きな影響を及ぼした。
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　　　　　均一径粒子エアロゾル発生法にっいて
　’前田尚利，⇔田町敏夫t＊藤堂義郎㌻伊藤春海，⑨石井

　靖，’森田陸司，口高橋幹二．’鳥塚莞爾ぐ京大医・放

　核．軸京大・原子エネルギー研究所）

　ネブライザーで発生したエァロゾルは径が0．3～3．0μm

と不均一で，気道内の粒子の沈着を論ずる時この不均

一 径エアロゾルを用いるのは必ずしも適当とは云えな

い。径0．3μm以下の粒子は拡散により肺胞まで運ば

れ，沈着せず再度気道を通過し体外へ排出される。0．5

～ 3．0μmの粒子は気道内の気流の方向が急激に変化す

る場所で，粒子の持つ慣性が大きい為に気体と共にそ

の方向を変える事ができず壁に衝突，沈着を起こす。

不均一径粒子では粒子径により沈着場所が異なり気道

の性状，気流動態を沈着より推定するには不適当と考

えられる。一方臨床応用としては，肺を通して薬理作

用物質を投与する時，投与量並びに投与場所を把握す

る為にも均一粒子の発生が重要である。今回開発され

た単一径粒子の発生装置は，第一段階でネブライザー

により粒子の核の発生を行い，次にdi－octy1－sebaca－

te（DOS）を熱して得られた蒸気と混合冷却し，核の

周囲にDOSを凝縮せしめDOSの発生量を変えて，粒
子径をコントロールするものである。核にはウラニら

ヒスタミン・ニコチン等を用い・粒子径は0．5～3．O　Pt　m，

粒子濃度は約10μg／1で発生量は0．51／分であった。

238　　2核種同時撮像法によるfLmctional　imagθ

の基礎的検討

　　山田正人，松平正道，辻井秀夫，倉田雄一（金大

　　付属病院・RI部）　前田敏男，大口　学，中嶋

　　憲一，松田博史，分校久志，利波紀久，久田欣一

　　（金大・核）

　肺の機能検査として，Tc－99m－MAAのperfusion

imageと，　X　e－135あるいはKr－81mのventilation

tmageの演算を行なう際に2核種同時撮像法が可能で

あれば便利である。しかし，2核種同時収集の場合に

は，相対的に高いエネルギー・一一核種の散乱線が低いエネ

ルギー核種に影響を及ぼし，種々の問題が生ずること

が予想される。我々は，コンピユータ付ガンマカメラ

によるフアントーム実験を行ない，散乱線の画像に及

ぼす影響とその補正法の可能性について検討した。
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